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学問的誠実性とは、「個人の誠実さ、および指導、学習、評価の優れた実践を推進するための一定の価値観とスキル」

である。 具体的には、IBO が定めた 10 の学習者像のひとつである「信念をもつ人」として行動し、自他の研究成果（作

品や論文、レポート等）を尊重し、敬意をもつことができることが求められる。この力はありとあらゆる学問領域において必要

となる。学問的誠実性を身につけることで、自他の努力や探究によって得られた学問的成果に、真の価値を見出すことがで

きるようになる。                           （学校ポリシー、2020、学問的誠実性ポリシー P62 より） 

学問的に誠実であるためには、知的財産権と真正性と協働性を正しく理解していることが必要である。 

 

・他の人の探究した成果と自らの探究した成果を明確にすることで、自らの創造性が生まれる。 

・他の人と助け合って研究すること、すなわち協働することは重要である。 

 

今年度の中学１年生は 6 月 11 日（水）5～7 時間目シナジーデイに 「学問的誠実性について」 の授業をしまし

た。その時間の様子と 1 年生の学びの振り返りをご紹介します。                                    

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

学問的誠実性（Academic integrity）について 



1 年生の皆さんは、3 時間熱心に学問的誠実性について学んでくれましたね。授業では、何度も全員がグループワー

クにとりくみ、「協働」することの大切さを身をもって、実感してくれていました。また、皆さんの中には、保護者の方にも

「学んだことを自分から伝える!」という積極的な気持ちを発表してくれた人もいました。皆さんの学びに対する真摯な姿勢

にはいつも驚かされます。IB の学習者像「信念を持つ人」にまた一歩近づくことのできた、協働学習の時間となりました!  

 

生徒の皆さんの感想を紹介します! 

 

・無意識でいつの間にか、友達に宿題わからないから答え送って欲しいとかあって、つい送ってしまうから、これからは送る人にもなりたくないし、送

られる人にもならないように気をつけていきたいです。また、この学校に姉がいて、ついついクセで、わからないことや作文などで思いつかなかったら聞

いてしまいそうだから、今日家に帰ったらすぐに、母に今日聞いたことを教えて、もし自分がやってしまっていたら注意してほしいです。  

       By  Do you like bananas? 

・過去の成果物を再利用すること自体がだめなのは知っていたけれど、年度や教科が違っていてもだめだというのは知らなかったから、そこが一番

印象に残った。                                                     By  M.M 

・学問的誠実性を守るために「生徒は・・・先生は・・・保護者は・・・どうすればよい?」の問いかけのところが一番印象に残りました。考えるのも

少し難しかったです。                                                  By S 氏 

・小学校の頃はいい点数を取ったことを親に見せたくて、2 年生ぐらいの時に間違った答えを合っている答えに直してしまって、今日の話を聞いて

今後絶対にしないようにしようと思いました。あと、レポートなどをつくるときに URL を入れるのを忘れていて、そのときは別に URL を入れなくても大

丈夫だと思っていたけど、今日の話を聞いて、それは著作権の違反だと知ってびっくりしました。今日で URL を貼る大切さを学びました。 

By M,R 

・やっぱり、人に見せてもらいそのまんま写したりして課題を終わらすのではなく、友達にやり方を教えてもらい理解してやるほうが自分のためにもな

る、ということが印象に残っています。そして、課題の答えを教えてもらう側だけが悪いのではなく、教えている側も悪いということが印象に残っていま

す。                                                             By K さん 

・一番印象に残っていることは、自分の努力や成果は自分のもので、他人の努力や成果は他人のものであるということです。さらに、ひとりひとり

が自分のものと他人のものの区別をつけ、明らかにすることが大切だということも、とても印象に残っています。 By みぼこ 

・成績の考え方についてで、「ここまでしかできなかった」とネガティブに考えるのではなく、「ここまでできたから次はもうちょい上を目指そう」とポジテ

ィブに考えることが大切ということが一番印象に残った。                                By わかめ 

・相手に課題の答えだけを教えるのは共謀で、相手と一緒に考えるのは協働だと初めて知ったこと。ちょっとした違いだと思っていたけれど、とても

大きな違いがあったこと。                                                 By 藤井 奈都萌 

・盗用や剽窃などの 7 個の生徒指導の対象に対して、自分の周りの人の真の価値を守るために、が一番印象に残りました。なぜなら、先生や

保護者は生徒にやってはいけないと教えることができるけれども、生徒は自分自身で物事の善し悪しを判断しなくてはいけなくて、それはとても難

しいことだからです。だからこそ、しっかりと自分でやっていいことかを考えながら行動しなくてはならないのだな。と思い印象に残りました。 信念を持

っている人たちの気持ちを踏みにじらないように気をつけ、誠実でいられるように、信念を持ちながら自分で良いと思うことを積極的にしたいなと思

いました。                                                          By えび 

  学問的誠実性という言葉はなじみがないかもしれませんが、映画館で見る「ノーモア映画

泥棒」の話になると生徒の皆さんは皆一様に、合点がいった!という様子になります。「他者

の作品や考えを模倣したり「コピペ」したりするのはいけないことだ」という学習は、時代に沿った学びの変化だと感じます。また、

教育の現場でも AI の使用はますます身近になっており、教員一同新しいスキルにチャレンジしなければならない日々だと感

じています。今回の内容は、お子様にとってはわかりにくいところもあると思います。ご家庭でもこの新しい学びを積極的に話

題として取り上げ、日々の学習の中に活かしていけるよう、お子様たちをどうぞ応援してあげてください!  

保護者の皆さまへ 


